
平成21年
第２回定例会

　

平
成
21
年
第
２
回
（
６
月
）
定
例
会
で

は
、
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
議
案
28
件
、

委
員
会
提
出
議
案
４
件
の
計
32
件
の
議
案

と
、議
長
発
議
１
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　

定
例
会
初
日
に
は
26
議
案
が
上
程
さ

れ
、
諮
問
１
件
と
同
意
案
１
件
、
委
員
会

提
出
議
案
３
件
は
初
日
に
審
議
し
、
そ
れ

ぞ
れ
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
議
長
発
議

１
件
を
提
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
ま

た
、
昨
年
度
末
で
解
散
し
た
竹
原
広
域
行

政
組
合
の
決
算
や
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正
な
ど
の
21
議
案
は
、
６
月
17

日
か
ら
23
日
ま
で
の
各
常
任
委
員
会
、
特

別
委
員
会
に
お
い
て
審
査
を
行
い
ま
し

た
。

　

６
月
24
日
に
は
、
定
例
会
初
日
に
各
常

任
委
員
会
、
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

案
件
に
つ
い
て
各
委
員
長
の
報
告
、討
論
、

採
決
を
行
い
、
す
べ
て
提
案
ど
お
り
可
決

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
委
員
会
提
出
議
案

１
件
、
補
正
予
算
案
４
件
が
追
加
提
案
さ

れ
、
委
員
会
提
出
議
案
は
可
決
し
、
補
正

予
算
案
は
、
24
日
、
25
日
の
各
常
任
委
員

会
に
お
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

６
月
25
日
に
は
、
追
加
提
案
さ
れ
た
補

正
予
算
案
４
件
に
つ
い
て
各
委
員
長
の
報

告
、
討
論
、
採
決
を
行
い
、
す
べ
て
提
案

ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

常
任
委
員
会
に

　
付
託
し
て
可
決
し
た
案
件

【
総
務
委
員
会
付
託
案
件
】

●
竹
原
広
域
行
政
組
合
規
約
の
変
更

　

�　

竹
原
広
域
行
政
組
合
の
解
散
に
関

し
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
。

緊
急
経
済
危
機
対
策
　
15
億
円
余
予
算
増
額
!!

温
暖
化
・
安
全
安
心
・
少
子
高
齢
化
等
の
対
策
に
よ
り
地
域
活
性
化
を
図
る

■第２回定例会の日程

６月９日（１日目）� 開会、会期の決定、
� 議案説明、諮問採決【適任可決】、
� 同意案採決【同意可決】、
� 議案付託
� （常任委員会・特別委員会）、
� 委員会提出議案採決【原案可決】、
� 議長発議採決【原案可決】
６月11日（２日目）� 一般質問
６月12日（３日目）� 一般質問
６月15日（４日目）� 一般質問
６月16日（５日目）� 一般質問
６月17〜19・22〜23日� �付託議案の常任委員会・特別委員

会審査
６月24日（６日目）� 常任委員長報告―議案採決
� 【原案可決】、
� 特別委員長報告―議案採決
� 【認定可決】、
� 委員会提出議案採決【原案可決】、
� 議案説明、議案付託
� （常任委員会）、
� 付託議案の常任委員会審査
６月25日（７日目）� 付託議案の常任委員会審査、
� 常任委員長報告―議案採決
� 【原案可決】、議長選挙
６月26日（８日目）� 副議長選挙、
� 常任委員会委員の選任、
� 議会運営委員会委員の選任、
� �後期高齢者医療広域連合議会議

員の選挙、
� 竹原広域行政組合議会議員の選挙
６月29日（９日目）� 議案説明、同意案採決
� 【同意可決】、閉会

■第２回定例会で
　可決した案件
●条例案等………… 17件
●予算案…………… ７件
●諮問……………… １件
●同意案…………… ２件
●決算……………… １件
●委員会提出議案… ４件
●議長発議………… １件

●
財
産
の
取
得

　

�　

水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
買
い

入
れ
る
も
の
。

　
　

数
量　
　

１
台

　
　

取
得
価
格　

２
８
９
８
万
円

　
　

相
手
方　
　

株
式
会
社
三
葉
ポ
ン
プ

　〈
反
対
討
論
〉

　

�　

落
札
率
が
98
・
８
％
と
高
過
ぎ
る
た

め
、
手
続
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
。
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●
財
産
の
取
得

　
　

救
助
工
作
車
を
買
い
入
れ
る
も
の
。

　
　

数
量　
　

１
台

　
　

取
得
価
格

　
　
　
　
　

１
億
２
７
９
万
５
０
０
０
円

　
　

相
手
方　

株
式
会
社
三
葉
ポ
ン
プ

　〈
反
対
討
論
〉

　
　

落
札
率
が
98
・
６
％
と
高
過
ぎ
る
た

め
、
手
続
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
。

●
財
産
の
取
得

　
　

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
買
い
入
れ
る

も
の
。

　
　

数
量　
　

１
台

　
　

取
得
価
格　

２
２
６
８
万
円

　
　

相
手
方　
　

株
式
会
社
西
部
防
災

●
財
産
の
取
得

　
　

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
買
い
入
れ
る

も
の
。

　
　

数
量　
　

１
台

　
　

取
得
価
格

　

１
７
７
４
万
５
０
０
０
円

　
　

相
手
方

　
　

株
式
会
社
ク
マ
ヒ
ラ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

●
税
条
例
の
一
部
改
正

　
　

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
個

人
の
住
民
税
に
係
る
住
宅
借
入
金
等
特

別
税
額
控
除
制
度
の
新
設
、
長
期
譲
渡

所
得
に
係
る
所
得
控
除
の
特
例
の
追
加
、

そ
の
他
所
要
の
規
定
を
整
備
す
る
も
の
。

【
文
教
厚
生
委
員
会
付
託
案
件
】

●
財
産
の
取
得

　
　

八
本
松
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
使
用
す
る
蒸
気
式
カ
ゴ
ご
と
洗
浄
機

と
食
缶
洗
浄
機
を
買
い
入
れ
る
も
の
。

　
　

数
量　
　

各
１
台

　
　

取
得
価
格　

５
１
４
５
万
円

　
　

相
手
方　
　

　
　

株
式
会
社
中
西
製
作
所
中
四
国
支
店

●
財
産
の
減
額
貸
付
け
の
変
更

　
　

社
団
法
人
東
広
島
地
区
医
師
会
に
貸

し
付
け
て
い
る
東
広
島
保
健
医
療
セ
ン

タ
ー
敷
地
に
つ
い
て
、
土
地
の
評
価
額

の
下
落
に
伴
い
、
貸
付
料
の
額
を
改
定

す
る
も
の
。

　
　

変
更
後
の
貸
付
料

�

年
額　

１
１
３
万
５
０
０
０
円

●
請
負
契
約
の
締
結

　
　

平
成
21
年
度
小
学
校
増
改
築
事
業
寺

西
小
学
校
校
舎
増
築
工
事
の
請
負
契
約

を
締
結
す
る
も
の
。

　
　

契
約
金
額

�

１
億
６
３
３
２
万
７
５
０
０
円

　
　

契
約
の
相
手
方

　
　

株
式
会
社
平
岡
建
設

●
請
負
契
約
の
締
結

　
　

平
成
21
年
度
小
学
校
増
改
築
事
業
三

永
小
学
校
校
舎
増
築
工
事
の
請
負
契
約

を
締
結
す
る
も
の
。

　
　

契
約
金
額

�

２
億
７
５
７
８
万
２
５
０
０
円

　
　

契
約
の
相
手
方　

株
式
会
社
上
垣
組

●�

老
人
集
会
所
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一

部
改
正

　
　

老
朽
化
し
た
下
河
内
老
人
集
会
所
を

廃
止
す
る
も
の
。

●
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

　
　

国
民
健
康
保
険
税
の
基
礎
課
税
額
及

び
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
に
係

る
税
率
等
を
改
定
す
る
と
と
も
に
、
地

方
税
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
介

護
納
付
金
課
税
額
の
限
度
額
の
引
き
上

げ
、
そ
の
他
所
要
の
規
定
を
整
備
す
る

も
の
。

●�

市
民
体
育
施
設
設
置
及
び
管
理
条
例
の

一
部
改
正

　
　

老
朽
化
し
た
河
内
市
民
体
育
館
を
廃

止
す
る
も
の
。

【
建
設
委
員
会
付
託
案
件
】

●
財
産
の
取
得

　
　

市
道
の
用
に
供
す
る
土
地
を
買
い
入

れ
る
も
の
。

　
　

取
得
す
る
財
産

　
　
　

東
広
島
市
鏡
山
北
１
５
１
番
２
ほ
か

　
　
　

面
積　

８
３
７
７
・
45
㎡

　
　

取
得
価
格

�

５
２
４
０
万
３
３
７
９
円

　〈
反
対
討
論
〉

　
　

別
段
新
し
い
道
路
が
な
く
て
も
不
自

由
は
感
じ
ず
、
ひ
ど
く
渋
滞
し
て
い
る

路
線
で
も
な
い
。
道
路
建
設
よ
り
福
祉

施
設
の
計
画
が
何
よ
り
も
望
ま
れ
る
。

●
請
負
契
約
の
締
結

　
　

平
成
21
年
度
東
広
島
市
公
共
下
水
道

事
業
八
本
松
２
号
汚
水
幹
線
建
設
工
事

の
請
負
契
約
を
締
結
す
る
も
の
。

　
　

契
約
金
額

　
　

�

２
億
９
２
２
万
６
６
７
５
円

　
　

契
約
の
相
手
方　

�

株
式
会
社
平
岡
建
設

●
請
負
契
約
の
締
結

　
　

平
成
21
年
度
東
広
島
市
公
共
下
水
道

事
業
八
本
松
４
号
汚
水
幹
線
建
設
工
事

の
請
負
契
約
を
締
結
す
る
も
の
。

　
　

契
約
金
額

�

３
億
８
０
８
１
万
１
９
０
０
円

　
　

契
約
の
相
手
方　

�

錦
建
設
株
式
会
社
東
広
島
営
業
所

同型の救助工作車

三永小学校
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議
長
発
議

を
可
決
し
ま
し
た

委
員
会
提
出
議
案

を
可
決
し
ま
し
た

●�

東
広
島
都
市
計
画
事
業
寺
家
地
区
土
地

区
画
整
理
事
業
施
行
条
例
の
制
定

　
　

本
市
が
施
行
す
る
東
広
島
都
市
計
画

事
業
寺
家
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
の

施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も

の
。

委
員
会
へ
の
付
託
を
省
略
し
て

可
決
し
た
案
件

●�

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ

き
意
見
を
求
め
る
こ
と

　
東
広
島
市
西
条
町
御
薗
宇
２
２
０
１
番
地
６

�

竹た
け

井い　

秀ひ
で

行ゆ
き

●
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
の
同
意

　

東
広
島
市
八
本
松
町
原
１
９
６
４
番
地
１

�

難な
ん

波ば　

英え
い

子こ

●
監
査
委
員
の
選
任
の
同
意

　

東
広
島
市
黒
瀬
町
津
江
１
４
６
０
番
地

�

狩か
り

谷や　
　

浩ひ
ろ
し

●
議
員
派
遣

　
　

全
国
市
議
会
議
長
会
欧
州
都
市
行
政

視
察
、
姉
妹
都
市
訪
問
、
市
町
村
議
会

議
員
特
別
セ
ミ
ナ
ー
、
全
国
市
議
会
議

長
会
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
全
国
市
町
村

議
会
議
員
政
策
集
中
講
座
に
そ
れ
ぞ
れ

議
員
を
派
遣
す
る
も
の
。

〈
反
対
討
論
〉

　
　

議
員
派
遣
に
は
、
欧
州
へ
の
行
政
視

察
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
大
不
況
の

中
、
税
収
減
が
予
測
さ
れ
、
海
外
視
察

の
予
算
を
雇
用
と
生
活
に
回
す
こ
と
が

最
優
先
の
課
題
で
あ
る
。
政
策
実
現
の

た
め
の
現
地
調
査
を
希
望
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
公
費
で
は
な
く
、
私
費
で
行
く

べ
き
と
考
え
る
。

〈
賛
成
討
論
〉

　
　

市
全
体
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
や
、

い
か
に
市
民
の
暮
ら
し
を
良
く
す
る
か

を
考
え
る
の
が
政
治
家
の
仕
事
で
あ

る
。
政
治
家
が
研
修
も
せ
ず
に
い
れ

ば
、
市
全
体
の
こ
と
は
全
く
考
え
ら
れ

ず
、
ま
た
、
同
じ
法
制
度
で
あ
る
日
本

の
自
治
体
を
視
察
し
て
も
、
決
し
て
有

効
な
視
察
で
は
な
い
。
違
う
法
制
度
、

文
化
を
持
っ
た
世
界
の
地
域
に
実
際
に

行
き
、
肌
で
感
じ
、
そ
の
も
の
を
学
ぶ

こ
と
は
、
常
に
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る

者
に
と
っ
て
非
常
に
有
効
な
も
の
で
あ

る
と
考
え
る
。

●�

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
を
堅
持
・

拡
充
し
、
教
育
予
算
の
充
実
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出

　
　

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
を
堅
持

し
、
国
負
担
率
に
つ
い
て
は
２
分
の
１

に
復
元
す
る
こ
と
、
教
育
予
算
の
充
実

の
た
め
、
地
方
交
付
税
を
含
む
国
の
予

算
を
拡
充
す
る
こ
と
、義
務
制
第
８
次
・

高
校
第
７
次
教
職
員
定
数
改
善
計
画
を

実
施
す
る
こ
と
、
学
校
現
場
に
必
要
な

教
職
員
の
人
員
・
人
材
を
確
保
す
る
と

と
も
に
、
増
大
し
て
い
る
超
過
勤
務
の

実
態
を
踏
ま
え
た
財
源
確
保
を
要
望
す

る
意
見
書
を
政
府
、
国
会
に
提
出
す
る

も
の
。

●�

在
日
外
国
人
無
年
金
障
害
者
及
び
高
齢

者
に
対
す
る
救
済
措
置
に
関
す
る
意
見

書
の
提
出

　
　

在
日
外
国
人
で
、
１
９
８
２
年
当

時
20
歳
以
上
で
障
害
が
あ
っ
た
者
や
、

１
９
８
６
年
の
国
民
年
金
法
改
正
時
に

60
歳
以
上
で
あ
っ
た
高
齢
者
は
、
救
済

措
置
が
講
じ
ら
れ
ず
、
い
わ
ゆ
る
「
制

度
的
無
年
金
者
」
と
し
て
放
置
さ
れ
た

ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
人
々

は
、
所
得
保
障
と
し
て
の
年
金
が
無
い

中
で
、
障
害
を
持
ち
、
あ
る
い
は
83
歳

以
上
の
高
齢
者
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

苦
し
い
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

　
　

よ
っ
て
、
在
日
外
国
人
無
年
金
障
害

者
及
び
高
齢
者
に
対
し
、
早
急
に
救
済

措
置
を
講
じ
る
よ
う
強
く
要
請
す
る
意

見
書
を
政
府
、国
会
に
提
出
す
る
も
の
。

●�

暮
ら
せ
る
年
金
の
実
現
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出

　
　

基
礎
年
金
の
加
算
制
度
の
創
設
や
、

受
給
資
格
期
間
の
短
縮
、
追
納
期
間
の

延
長
な
ど
無
年
金
・
低
年
金
対
策
を
拡

充
す
る
こ
と
、
高
齢
者
の
就
労
を
促
進

し
所
得
向
上
に
資
す
る
よ
う
、
在
職
老

齢
年
金
制
度
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
、

障
害
基
礎
年
金
の
子
の
加
算
制
度
及
び

障
害
厚
生
年
金
の
配
偶
者
加
給
制
度
を

見
直
す
こ
と
を
要
望
す
る
意
見
書
を
政

府
、
国
会
に
提
出
す
る
も
の
。

●�

小
規
模
校
の
地
域
特
性
に
配
慮
し
、

ニ
ー
ズ
に
即
し
た
教
育
環
境
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出

　
　

東
広
島
市
内
の
小
規
模
高
校
（
豊

田
、
賀
茂
北
、
河
内
）
は
、
統
廃
合
や

分
校
化
の
対
象
と
し
な
い
こ
と
、
賀
茂

北
高
校
、
河
内
高
校
は
、
大
多
数
の
生

徒
を
東
広
島
市
の
中
学
校
の
卒
業
生
で

占
め
て
お
り
、
特
段
の
配
慮
を
す
る
こ

と
、
豊
田
高
校
は
、
受
検
倍
率
が
県
内

ト
ッ
プ
で
地
域
ニ
ー
ズ
が
非
常
に
高
い

た
め
、
募
集
定
員
を
増
や
す
な
ど
教
育

条
件
を
整
え
る
こ
と
、「
県
立
高
等
学

校
再
編
整
備
基
本
計
画
」
の
推
進
に
あ

た
っ
て
は
、
機
械
的
に
線
引
き
せ
ず
、

経
済
状
況
・
地
域
性
等
を
考
慮
し
、
生

徒
、
保
護
者
、
教
職
員
及
び
地
域
住
民

の
意
見
を
充
分
に
聴
く
場
を
設
定
し
地

域
の
合
意
を
得
た
上
で
進
め
る
こ
と
を

要
望
す
る
意
見
書
を
県
、
県
教
育
委
員

会
に
提
出
す
る
も
の
。

永
年
在
職
議
員
の
表
彰

◎
全
国
市
議
会
議
長
会
表
彰

　

・
議
員
在
職
10
年
以
上

�

渡
邉　

國
彦

�

赤
木　

達
男

◎
中
国
市
議
会
議
長
会
表
彰

　

・
議
長
、
副
議
長
在
職
３
年
以
上

�

杉
井　

弘
文
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●平成21年度一般会計補正予算（第２号）を可決しました
（総務委員会付託）

　補正額　2億3,854万4千円増　　　補正後の総額　695億854万4千円

（主な補正内容）

・総務費（情報通信基盤整備事業の委託料の追加など）� １億4,312万５千円増

・民生費（福祉センターの設備改修、保育所へのAED設置など）� 2,834万５千円増

・衛生費（保健センター管理運営事業の組み替えなど）� 170万７千円減

・労働費（雇用創出事業、勤労者福祉施設へのAED設置）� 512万８千円増

・農林水産業費（道の駅への観光・道路情報案内板の設置など）� 711万９千円増

・消防費（小型動力ポンプ付積載車の更新）� 2,160万３千円増

・教育費（地区公民館へのAED設置、小学校の車椅子用階段昇降機の購入など）� 3,493万１千円増

《
広
島
中
央
広
域
行
政
組
合
決
算

特
別
委
員
会
の
審
査
概
要
》

●�

平
成
20
年
度
広
島
中
央
広
域
行
政
組
合
一
般

会
計
及
び
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
振
興
事
業
特

別
会
計
歳
入
歳
出
予
算

▽
委
員
か
ら
の
主
な
指
摘
・
要
望
事
項

・�

広
島
中
央
広
域
行
政
組
合
で
実
施
し
た
主
要

な
施
策
の
う
ち
、
今
後
も
継
続
し
て
実
施
す

る
必
要
が
あ
る
事
業
や
、
成
果
が
表
れ
て
い

る
事
業
の
各
市
町
へ
の
引
き
継
ぎ

▽
委
員
会
の
審
査
結
果

　

全
会
一
致
で
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

　

委
員
長　
　
　
　
　
　

中
平　

好
昭

　

副
委
員
長　
　
　
　
　
　

杉
原　

邦
男

　

委　
　

員　
　
　
　
　
　

竹
川　

秀
明

　
　

〃　
　
　
　
　
　
　

梶
谷　

信
洋

　
　

〃　
　
　
　
　
　
　

高
見　

利
明

　
　

〃　
　
　
　
　
　
　

早
志　

美
男

　
　

〃　
　
　
　
　
　
　

小
川　

宏
子

　
　

〃　
　
　
　
　
　
　

渡
邉　

國
彦

平
成
20
年
度
広
島
中
央
広
域
行
政
組
合
決
算
を

認
定
し
ま
し
た

【
広
島
中
央
広
域
行
政
組
合
決
算
特
別
委
員
会
付
託
】

＜反対討論＞
　光通信網の整備事業は加入率の目途が30％と市の見通しも大変甘く、経済危機の中、どうしてもお金をかけて整備
する事業とはとても思えない。これ以上の借金を重ねる必要はないと考える。

●平成21年度特別会計補正予算を可決しました（文教厚生委員会付託）

会計名（補正回数） 補正額 補正後の総額

国民健康保険（１） 事業勘定 252万８千円増 141億2,567万３千円

介護保険（１） 保険事業勘定 108万７千円増 98億 789万３千円

広
島
中
央
広
域
行
政
組
合

決
算
特
別
委
員
会
委
員

■決算の状況� （単位：円）

歳　　入 歳　　出

一般会計 925,333 623,523

ふるさと市町村圏振興事業特別会計 7,863,660 7,440,042

歳計剰余金、ふるさと市町村圏振興基金は、解散に伴う財産処分に関する協議書に定める割合に基づき、
構成市町（竹原市、東広島市、大崎上島町）にそれぞれ承継・帰属させている。
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平成21年度一般会計補正予算（第３号）を可決しました
（総務委員会付託）

　補正額　15億5,798万3千円増　　　補正後の総額　710億6,652万7千円

（主な補正内容）

・総務費（情報通信基盤整備事業の実施設計費などの追加）� ２億1,036万１千円増

・民生費（子育て応援特別手当の支給、総合福祉センターの設備改修など）� ３億5,217万５千円増

・衛生費（住宅用太陽光発電システム設置助成費の追加など）� 7,154万６千円増

・労働費（東広島地域職業訓練センターの設備整備に対する助成など）� 4,756万２千円増

・農林水産業費（土地改良区の解散に伴う引継ぎ財産の台帳整備費などの追加）� 3,688万５千円増

・商工費（中小企業等の技術開発・製品開発等を支援するもの）� 3,900万　　円増

・土木費（都市公園の整備や老朽化した遊具の撤去・更新など）� ３億6,870万　　円増

・消防費（高齢者の住宅用火災警報器の設置に対する助成など）� 6,425万５千円増

・教育費（図書館システムやスポーツ施設の夜間照明設備の更新など）� ３億5,089万５千円増

・諸支出金（水道事業会計に対する給水車等の整備経費相当額の補助）� 1,660万４千円増

＜反対討論＞
　この予算には巨大事業の情報通信基盤整備事業の設計費が含まれており、これまでもこの事業に対して住民ニーズ
が低いと反対してきた。

●平成21年度特別会計補正予算を可決しました

会計名（補正回数） 補正額 補正後の総額 付託委員会

公共下水道事業（１） 3,720万円増 86億4,453万４千円 建設委員会

農業集落排水事業（１） 750万円増 ２億 99万６千円 市民経済委員会

●平成21年度水道事業会計特別会計補正予算（第１号）を可決しました（建設委員会付託）

区　　　分 補正額 補正後の総額

収益的収入及び支出
収　入 22万　　円増 46億9,586万６千円

支　出 28万７千円増 43億2,049万５千円

資本的収入及び支出
収　入 1,638万４千円増 14億1,367万４千円

支　出 1,638万４千円増 24億2,134万９千円
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